
ストーリー 災害対策本部

災害対策本部設置

南海地震発生 サイレン１５秒３回
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地域住民による防災訓練　生稲

救援班安否調査班 救護班

広域避難場所（農村改善センター） 臨時避難場所

まんのう町は震度６弱を想定�
揺れは数分間続く。

訓練開始５分前までに自宅で待機

９：４５

９：４０

一般住民

訓練開始５分前
までに自宅で待機

家の外に出る。�
状況を見て電源・
ガス貴重品の
チェックし、
そこから臨時避難
場所へ移動。

訓練開始５分前
までに事務所で待機

訓練開始５分前
までに自宅で待機

訓練開始５分前
までに自宅で待機

訓練開始５分前
までに自宅で待機

訓練開始５分前
までに自宅で待機

訓練開始５分前
までに自宅で待機

安否調査に必要な
筆記用具を
持ち出し避難所
に移動。

救護に必要な
救護用具を
持ち出し広域避難所
に移動を想定。
救護用具は避難所に
置いておく。

救援に必要な
救援用具を
持ち出し広域避難所
に移動を想定。
救援用具は避難所に
置いておく。

安否調査に必要な
筆記用具を
持ち出し臨時
避難場所に移動。

救護に必要な
救護用具を
持ち出し臨時
避難場所に移動を想定。
救護用具は臨時避難所に
置いておく。

救援に必要な
救援用具を
持ち出し臨時
避難場所に移動を想定。
救援用具は臨時避難所に
置いておく。

臨時避難場所にて待機
訓練の安全を確かめる

仮災害対策本部�
農村改善センターにて
任務遂行。

町内外の被害状況を把握。
消防、警察、医療関係、県庁
との連携体制を整える。

９：５５

消防職員

臨時避難場所
にて待機
地域の方の
動きを指導。

被害状況を把握して臨時避難場所に
残る班と広域避難場所に移る班と
分かれる。

伝達係りを
各コースに１名。

次々と避難して来る
避難者の名まえを
書き込み
安否を確認する。

担架で搬送して来る
救援班を広域避難
所前で交代し、会場
まで搬送する

１人行方不明
救護班２名が
救援班と共に
助けに行く

１人行方不明
救援班２名が
救護班と共に
助けに行く。

次々と入る情報を整頓し、
適切な行動をする
今回は、安否情報を受け取り
住民の動きを見る。

行方不明者が１名発覚
臨時避難場所に待機している
救援、救護班が助けに行く。

１０：１５

安否調査Ｂ１名。
怪我人の様子を
広域避難所に
待機している安否班、
救護班に伝える
ために移動。

１０：５５

安否調査Ｃ１名。

ケガの様子を受け
取り、医者の手配を
災害対策本部に
要請する

担架で搬送された
ケガ人の止血用
三角巾を
取り替える。

災害対策本部に
連絡を取り、
重症５名、
軽症６０名と伝える。

２名残りスタンバイ。 ２名残りスタンバイ。

２名スタンバイ。 ２名スタンバイ。

医者の手配を要請。

１１：１５

臨時避難場所で安否を
伝えてから

広域避難所へ移動

１１：１０

広域避難所にケガ人が搬送されて
来る。

１１：０５

救護班は、ケガ人の手当てを行う

広域避難所に次々と住民が避難
して来る。

１０：００

３名残りスタンバイ。
�
次々と避難して来る
避難者の名まえを
書き込み
安否を確認する。

誰が何人、臨時
避難場所にいるか
伝える。

サポート。�

間違えていれば
指導する。

残り全員
広域避難所に到着。

残り全員
広域避難所に到着。

災害対策本部に現状を伝える。

１０：１０

S10

安否調査Ｂからの
情報を災害対策本部
に救助の要請するが、
手が足りない
と連絡を受ける。

１０：４０

安否調査Ｂ、広域避難所に到着。
救助要請する。

救助要請を受け取るが手が回らない。�
�
同時に救急患者が受け入れできる
医療機関を調る。

安否調査Ａ１名。
広域避所に到着。
行方不明者がいる
ことを伝える。

安否調査Ａからの
行方不明者の情報を
災害対策本部に
伝える

１０：３０

安否調査Ａ、広域避難所に到着。
行方不明者がいることを伝える。

S11

農改センター下にて見学

１０：２０

行方不明者を救助し
救護班がその場で骨折、切り傷の
応急手当をする。

行方不明者が１名を
救助し、救護班が
骨折、切り傷の応急
手当をし、安否調査
班に伝え広域避難
場所まで搬送する

簡易担架を作り�
広域避難場所
まで搬送。

サポート。�

間違えていれば
指導する。

行方不明者が１名いる
ことに気付く。
安否調査Ａ１名。
広域避所へ移動。

安否調査Ｃからの
情報を受け取る。

広域避難所からの連絡を受け
救急患者が受け入れできる
医療機関を手配する。

2007.8.12

広域避難所からの連絡を受ける。

無事、医療機関へ

到着後、安否調査班に
怪我の様子を伝え
医者の手配を要請する。

会場内での訓練

骨折、切り傷の�
応急手当を行う

会場内での訓練

簡易担架を作る
安否調査Ｂ１名。
広域避所へ移動。


